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商店街ツアーは少人数開催やオンラインなど、その商店街の希望するやり方で出来ます
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4 話題

小田原のまちの新旧を視察
横浜市商連「他都市商店街視察研修
会」 を実施

3 商 店 街 東海岸商店会（茅ヶ崎市）

4 話　　題 街路灯を減らし、一部の管理を
行政に移管（中山商店街）

7 個　　店
キツネノアトチ（横浜市神奈川区）
ＴＥＱＵＩＮＡ　テキーナ（厚木市）
流甘味むろさだ（湯河原町）

★
商
店
街
の
現
在
の
課
題
等
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
！

【
商
店
街
実
態
調
査
事
業
】

　

コ
ロ
ナ
禍
以
後
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題

な
ど
に
関
す
る
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
約
70
の
商

店
街
に
回
答
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
も
行
い
ま
す
。

《
一
部
の
商
店
街
の
方
に
５
月
初
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
送
り
し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
》

★
商
店
街
を
巡
る
商
店
街
ツ
ア
ー
の
実
施
を

支
援
し
ま
す
！

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
、

商
店
街
の
活
性
化
を
は
か
る

商
店
街
の
活
性
化
を
は
か
る

		

商
連
か
な
が
わ
令
和
６
年
度
事
業
の
概
要

商
連
か
な
が
わ
令
和
６
年
度
事
業
の
概
要

【
か
な
が
わ
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
事
業
】

［
神
奈
川
県
委
託
事
業
］

　

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
商
店
街
ツ
ア
ー
を
年
間

約
５
本
、
企
画
・
支
援
い
た
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
等
も
開
催
可
能
で
す
。

《
商
店
街
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
お
手
伝

い
い
た
し
ま
す
》

★
商
店
街
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
！

【
商
店
街
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
事
業
】

　

行
政
等
に
要
望
活
動
を
行
う
と
共
に
、
各
地
で

商
店
街
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
グ
ッ

ズ
を
作
成
し
配
付
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
》

★
商
店
街
の
様
々
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

発
信
し
ま
す
！

【
新
聞
発
行
等
情
報
提
供
事
業
】

　

商
店
街
に
関
す
る
情
報
を
様
々
な
角
度
か
ら
取

り
上
げ
る
「
か
な
が
わ
商
店
街
・
お
み
せ
新
聞
」

を
簡
易
版
発
行
を
含
め
た
年
４
回
発
行
し
、
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

《
発
行
月
は
、
４
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
で
す
》

★
商
店
街
と
地
域
活
動
団
体
と
の
連
携
活
動

を
支
援
し
ま
す
！

【
商
店
街
地
域
連
携
事
業
】

　

商
店
街
が
行
う
地
元
の
町
内
会
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

大
学
な
ど
と
の
連
携
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

《
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

★
商
業
者
の
生
の
意
見
を
集
め
情
報
共
有
し

ま
す
！

【
商
店
街
動
向
調
査
事
業
】

　

県
内
商
店
街
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

《
新
規
モ
ニ
タ
ー
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
》

★
商
店
街
等
の
優
れ
た
取
組
み
を
表
彰
し
ま

す
！

【
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
】

　

県
内
の
優
れ
た
商
店
街
や
大
型
店
等
の
取
組
み

を
表
彰
し
ま
す
。
今
年
度
で
第
13
回
目
の
開
催
で

す
。

《
８
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
》

★【
表
彰
事
業
・
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
】

　

商
店
街
役
員
や
優
良
従
業
員
等
の
表
彰
、
ま
た

各
地
域
の
商
店
街
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
支
援
し
ま

す
。

《
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
優
れ
た
作
品
を
表
彰
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
後
援
を
し
ま
す
。
随
時
受
付
中
》

募
集
を
開
始
し
て
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
：
０
４
５
─
６
３
３
─
５
１
８
４
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令 和６年 度、商 店 街 で 申 請 で き る 行 政 の 支 援 制 度 に つ いて令和６年度、商店街で申請できる行政の支援制度について
（まずは、商連かながわにご相談ください。TEL：045-633-5184）

神奈川県の商店街魅力アップ事業費補助金には
商連かながわからの推薦制度があります
　表題事業を申請する応募者は、商連かながわに推薦依頼を行う
ことができます。
　県に応募するのと同時に、商連かながわに「事業計画書に係る
推薦依頼書」を提出すると、商連かながわも事業計画の
審査を行い、計画が推薦できるものと判断できれば、
「推薦書」を県に提出します。
　商連かながわからの推薦書は、選考委員会時の
加点項目となります。

【県】
★商店街等活性化促進事業費補助金
　商店街の活性化を図ることを目的として、商店街団体等が実施する商品券事業を支援します。

対　　象…商店街団体等

補 助 率…１／２以内
	 ※正会員数が40以下の団体（連携実施も含む）については、２／３以内

補助上限…１商店街：200（100※）万円、連携実施：最大500万円
	 ※正会員数40以下の団体（連携実施の場合にも適用あり）

★商店街魅力アップ事業費補助金
　商店街の集客力の強化を図るため、未病を改善する取組、共生社会の実現に向けた取組、インバウンドへの取組、脱炭素社会の実現
に向けた取組など、商店街が自らの魅力を高めるために行う事業を支援します。

対　　象…商店街団体、商工会・商工会議所、商店街団体を主たる構成員とする実行委員会等

補 助 率…①賑わい創出事業……１／３以内
②重点取組事業………１／２以内
（未病を改善する取組／共生社会の実現に向けた取組／買物弱者支援の取組／インバウンドへの取組／脱炭素社会の実現に
向けた取組／小規模団体の取組）

補助額の上限…300万円（「小規模団体の取組」は50万円）
※施設整備関係費（ハード事業関係費）は補助対象経費全体の70%以内とします。施設整備関係費（ハード事業関係費）の補
助額の上限は150万円（「小規模団体の取組」は25万円）とします。

補助額の下限…①賑わい創出事業　15万円　②重点取組事業　25万円（「小規模団体の取組」は10万円）

募集期間…終了（～４／ 15まで）

★商店街パワーアップ支援事業（アドバイザー派遣）
　県の補助制度を活用するなど意欲的な商店街団体等に、専門家
を派遣します。自己負担はありません。

対　　象…商店街団体

申込期間…随時

★若手商業者連携促進事業
　商店街の次代を担う人材の育成のため、コーディネーターを派
遣し、地域商業の担い手を育成します。自己負担はありません。

対　　象…既存の商店街活動や地域・業種にとらわれない若手商
業者のグループ

申込期間…随時

問 合 せ…県商業流通課商業まちづくりグループ
	 TEL：045-210-5612
	 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2w/

第28回神奈川県商業従業者
海外派遣団 団員募集

　県と公益財団法人はまぎん産業文化振興財団では、国際的視野
に立つ商業従業者を育成するため、県内の商業（卸売業、小売業、
飲食業など）に従事する方をヨーロッパへ派遣します。
○応募資格　令和６年4月1日現在で、20〜40歳の県内中小企業（商

業等）の従業員
○派 遣 先　ヨーロッパの２カ国３都市程度（派遣団員の希望を考慮

して決定します）
○派遣時期　11月初旬〜中旬（8日間）
○参加費用　11万円（パスポート取得経費、保険料などの個人経費

は、別途負担していただきます）
○募集案内　各市区町村の商店街連合会、商工会議所、商工会、

各地域県政総合センター　などで配布
○申込方法　所定の様式に必要事項を記載の上、５月15日（水曜日）

までに決められた推薦団体又は県商業流通課へ提出
詳しくは募集案内又は下記ホームページをご覧くださ
い

○申し込み・問い合わせ　県商業流通課　電話045-210-5612
ホームページ
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2w/
kaigaihaken/bosyu.html



新
し
い
フ
ラ
ッ
グ
と
モ
ニュ
メ
ン
ト
で
お
祝
い
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
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「
東
海
岸
商
店
会
」

	

（
茅
ヶ
崎
市
）

│
│
雄
三
通
り
の
名
前
を
大
切
に
、

商
店
会
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
│
│

　

東
海
岸
商
店
会
は
、
加
山
雄
三
さ
ん
の
旧
家
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
雄
三
通
り
」
と
も
呼
ば
れ
、

商
店
会
は
こ
こ
数
年
で
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
や

交
差
点
名
称
変
更
の
働
き
か
け
な
ど
を
行
い
、
商

店
会
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
４
月
に
は
加
山
さ
ん
の
銅
像
建
立
に
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
セ
ー
ル
を
開
催
し
た
。

◎
加
山
さ
ん
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
と
交
差
点
名
称

変
更
の
取
り
組
み

　
「
雄
三
通
り
、
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
に
、
今
ま
で
商

店
会
に
加
山
さ
ん
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
何
も
無
か
っ
た

ん
で
す
」
と
話
す
の
は
長
谷
川
裕
会
長
。
そ
れ
は

２
０
２
０
年
、
ち
ょ
う
ど
加
山
さ
ん
の
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

60
周
年
の
頃
合
い
で
も
あ
っ
た
。
お
祝
い
も
兼
ね
て
何

か
企
画
で
き
な
い
か
と
、
長
谷
川
会
長
は
加
山
さ
ん

の
事
務
所
と
連
絡
を
取
り
交
渉
を
始
め
る
こ
と
と
なっ

た
。

　

そ
し
て
完
成
し
た
の
が
、
商
店
会
の
通
り
と
鉄
砲

道
の
交
差
点
に
、
２
０
２
１
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
モ

ニュメ
ン
ト
だ
。
湘
南
七
宝
焼
で
作
り
上
げ
た
パ
ネ
ル

で
、
加
山
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
と
歌
詞
を
描
い
た
。
こ
う

し
て
商
店
会
の
中
に
、
雄
三
通
り
ら
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
が
誕
生
す
る
こ
と
に
なっ
た
。

◎
さ
ら
に
交
差
点
名
称
の
変
更
へ
動
く

　

ま
た
、
商
店
会
は
交
差
点
の
名
称
変

更
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ま

で
「
東
海
岸
会
館
前
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
交
差
点
は
、
そ
の
会
館
が
無
く
なっ
た

後
も
名
称
が
残
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
こ

で
商
店
会
は
地
域
団
体
と
協
力
し
、
市

に
要
望
書
を
提
出
し
て
交
差
点
の
名
称

を
「
雄
三
通
り
中
央
」
と
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
看
板
の
付
け
替
え
は
２
０
２
１
年
10
月

に
実
施
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
よ
り
商
店
会
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
がっ
た
。

◎
加
山
さ
ん
と
、
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
松
田
詩
野
さ
ん

の
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
の
記
念
セ
ー
ル
へ

　

さ
ら
に
こ
の
４
月
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
に
加
山
さ
ん
の

銅
像
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た
。
そ
こ
で
商
店
会

で
は
、
加
山
さ
ん
と
、
市
内
出
身
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー

松
田
詩
野
さ
ん
の
パ
リ
五
輪
代
表
内
定
を
祝
って
、
ダ

ブ
ル
ネ
ー
ム
を
冠
し
て
１
日
か
ら
14
日
ま
で
記
念
セ
ー

ル
を
行
っ
た
。

　

長
谷
川
会
長
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
の
も

地
域
住
民
に
「
こ
の
商
店
会
は
な
ん
だ
か
良
い
よ
ね
」

と
思
って
も
ら
う
た
め
と
話
す
。
商
店
会
と
し
て
は
他

に
も
セ
ー
ル
や
子
ど
も
神
輿
、
ハロ
ウ
ィ
ン
等
の
イ
ベン

ト
を
行
って
い
る
が
、
そ
れ
は
商
店
街
の
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
た
め
だ
と
い
う
。

◎
新
住
民
が
増
え
る
ま
ち
で
、
商
店
会
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う

　

商
店
会
は
昨
年
末
も
ガ
ラ
ポ
ン
セ
ー
ル
を
行
い
、
３
，

０
０
０
枚
の
抽
選
券
を
配
っ
た
と
こ
ろ
１
，０
０
０
人
の

来
場
者
が
あ
り
、
３
分
の
１
を
回
収
で
き
た
。
思
っ
た

よ
り
も
反
応
が
良
く
、
手
応
え
を
感
じ
た
と
い
う
。

都
内
か
ら
の
移
住
者
な
ど
新
し
い
住
民
も
増
え
て
い

る
。
商
店
会
と
し
て
は
加
山
さ
ん
の
力
を
借
り
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
は
か
る
活
動
に
、
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
だ
。

東 海 岸 商 店 会
所 在 地：茅ヶ崎市東海岸北 1-7-28
電話番号：0467-88-0013
会 員 数：64
URL：https://chigasaki-east-coast.localinfo.jp

データ DATA

※この案内は国税庁のパンフレットをもとに作成しました
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20本の街路灯を撤去した後に
新設した防犯灯３基のうちのひ
とつ
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小
田
原
の
ま
ち
の
新
旧
を
視
察

小
田
原
の
ま
ち
の
新
旧
を
視
察

横
浜
市
商
連
が「
他
都
市
商
店
街
視
察
研
修
会
」を
開
催

横
浜
市
商
連
が「
他
都
市
商
店
街
視
察
研
修
会
」を
開
催

　

横
浜
市
商
連
は
、
３
月
７
日
に
「
他
都
市
商

店
街
視
察
研
修
会
」
と
し
て
、
小
田
原
市
の
商

店
街
を
訪
問
し
た
。
参
加
者
は
30
名
で
、
小
田

原
市
商
業
振
興
課
の
協
力
を
得
て
、
い
く
つ
か

の
商
店
街
を
実
際
に
歩
い
て
見
学
し
た
の
ち
、

市
庁
舎
に
て
守
屋
輝
彦
市
長
を
表
敬
訪
問
し

た
。
商
連
か
な
が
わ
の
吉
田
専
務
理
事
ほ
か
事

務
局
員
も
同
行
し
、
石
川
会
長
含
め
参
加
者
は
、

市
長
と
直
接
、
商
店
街
に
関
す
る
情
報
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
小
田
原
城
を
核
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

バ
ス
で
小
田
原
に
降
り
立
っ
た
参
加
者
は
、
ま

ず
商
業
振
興
課
の
門
松
忠
輝
課
長
を
中
心
に
４
名

の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
小
田
原
城
を
見
学

し
た
。
門
松
課
長
か
ら
は
、
敷
地
内
に
い
た
動
物

の
檻
が
全
て
な
く
な
り
、
小
田
原
動
物
園
が
昨
年

12
月
で
閉
園
と
な
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
も
小

田
原
城
を
観
光
の
核
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

拠
点
と
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
商
店
街
の
新
旧
、
ミ
ナ
カ
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
】

　

商
店
街
は
、
お
堀
端
商
店
街
（振）
、
小
田
原
錦
通

り
商
店
街
㈿
、
小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
商
店
会
、
緑
一

番
街
商
店
会
な
ど
を
歩
い
て
見
学
し
た
。
ダ
イ
ヤ

街
商
店
街
で
は
大
型
商
業
施
設
が
解
体
作
業
中

で
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
ま
で
の
間
の
商

店
街
活
動
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

小
田
原
の
街
で
は
最
近
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
が
増

え
て
お
り
、
街
に
住
む
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う

話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

【
守
屋
輝
彦
市
長
と
の
意
見
交
換
】

　

守
屋
市
長
と
は
市
庁
舎
で
懇
談
し
た
。
石
川
会

長
ほ
か
役
員
が
「
横
浜
市
と
共
通
点
の
多
い
小
田

原
市
と
商
業
振
興
の
件
で
情
報
交
換
し
た
い
」
旨

を
伝
え
る
と
、
守
屋
市
長
か
ら
は
駅
近
の
新
商
業

施
設
ミ
ナ
カ
が
コ
ロ
ナ
禍
最
中
の
２
０
２
０
年
12

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
の
、
以
後
好
調
で
あ
る

こ
と
、
商
業
的
な
課
題
と
し
て
は
、
市
内
来
訪
客

の
客
単
価
を
上
げ
て
い
く
こ
と
、
夜
間
の
商
店
街

で
の
消
費
活
動
を
促
進
し
た
い
等
の
話
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
小
田
原
市
内
に
様
々
な
商
店
街
が
あ
り
、

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
商
連
か
な
が
わ

と
も
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
商
店
街
活
性
化
を

は
か
り
た
い
旨
の
話
を
い
た
だ
い
た
。

か
な
が
わ
商
店
街
★
地
域
情
報

★
横
浜
市
／
中
山
商
店
街

街
路
灯
を
減
ら
す
こ
と
と
光
源
の
確
保

を
両
立
し
、
管
理
を
行
政
に
移
管

　

中
山
商
店
街
㈿
は
令
和
５
年
度
に
、
維
持
管
理

に
コ
ス
ト
の
か
か
る
街
路
灯
の
一
部
撤
去
と
、
防

犯
灯
の
新
設
を
す
る
こ
と
で
代
わ
り
の
光
源
も
確

保
し
、
そ
の
管
理
を
横
浜
市
に
担
っ
て
も
ら
う
と

い
う
、
画
期
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
多
す
ぎ
る
街
路
灯
の
一
部
を
防
犯
灯
に
】

　

も
と
も
と
商
店
街
に
は
103
本
街
路
灯
が
あ
り
、

維
持
の
経
費
等
が
悩
み
の
種
だ
っ
た
。
店
舗
の
少

な
い
エ
リ
ア
の
街
路
灯
を
減
ら
そ
う
に
も
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
街
路
灯
が
唯
一
の
光
源
と

な
っ
て
お
り
、
防
犯
の
面
か
ら
も
街
路
灯
撤
去
に

踏
み
切
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
横
浜
市
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
防
犯
灯
等
で
あ
れ
ば
、
自
治

会
経
由
で
横
浜
市
に
寄
付
し
て
も
ら
い
、
維
持
管

理
を
市
が
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
街
路
灯
を
撤

去
し
、
電
柱
等
に
防
犯
灯
を
新
設
す
る
。

　

そ
れ
を
一
旦
、
自
治
会
に
寄
付
し
、
自
治
会
か

ら
市
に
寄
付
し
て
も
ら
う
と
い
う
流
れ
だ
。

【
行
政
の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、
移
管
の
手
順

を
進
め
る
】

　

横
浜
市
が
防
犯
灯
の
寄
付
を
受
け
入
れ
る
際
に

は
「
新
設
の
防
犯
灯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
他

の
光
源
か
ら
25
ｍ
以
上
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
等
の
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
に
商
店
街
は
市
や
自
治
会
と
協
議
を
重

ね
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

一
昨
年
か
ら
現
在
ま
で
に
、
商
店
街
で
は
20
本

の
街
路
灯
を
撤
去
し
、
新
た
に
３
つ
の
防
犯
灯
を

新
設
し
た
。
前
述
の
流
れ
で
自
治
会
に
寄
付
を
行

い
、令
和
５
年
度
中
に
横
浜
市
に
移
管
を
行
っ
た
。

　

管
理
の
難
し
く
な
っ
た
街
路
灯
に
つ
い
て
、
行

政
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
管
理
を
移
行
す
る
と
い

う
、
こ
う
し
た
中
山
商
店
街
の
取
組
み
は
、
多
く

の
商
店
街
に
と
っ
て
有
益
な
解
決
策
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。



定例会など顔を合わせる機会で説明
連絡事項を紙に印刷して配る

回覧板で伝達
ＦＡＸで連絡
メールで連絡

LINE（グループ LINE等含む）で連絡
メッセンジャー

WEBに会員専用ページ、専用ソフト
Band
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商
店
街
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ビ
ン

商
店
街
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ビ
ン

　
　
　
　
　

調
査
報
告

　
　
　
　
　

調
査
報
告

　

商
連
か
な
が
わ
で
は
、
県
内
各
地
か
ら
集
め
た

モ
ニ
タ
ー
60
人（
45
地
区
）に
景
況
感
や
タ
イ
ム
リ
ー

な
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
２
月
調
査
の

中
か
ら
、
各
商
店
街
の
お
悩
み
を
相
談
す
る
コ
ー

ナ
ー
か
ら
内
容
を一部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

〜
商
店
街
メ
ン
バ
ー
間
の
連
絡
〜

◎
商
店
街
の
会
員
間
で
情
報
を
や
り
と
り
す
る
と

き
、
あ
な
た
の
商
店
街
で
は
以
下
の
中
で
ど
ん

な
連
絡
手
段
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

◆
「
連
絡
事
項
を
紙
に
印
刷
し
て
配
る
」
が
最
も

多
く
、
65
・
1
％
だ
っ
た
。

◆
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
中
で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
含
む
）
で
連
絡
」
も
多
く
、

44
・
2
％
だ
っ
た
。

◎
自
分
の
商
店
街
で
は
、
商
店
街
執
行
部
か
ら
、

一
般
会
員
へ
の
連
絡
が
一
方
通
行
に
な
り
が
ち

で
悩
ん
で
い
ま
す
。
一
般
会
員
と
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
は
ど
れ
が
効
果

的
だ
と
思
い
ま
す
か
？

［
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
で
も
説
明
す
る
と
良
い
］

・
定
例
会
を
開
催
し
て
顔
を
会
わ
せ
て
言
葉
で
の

や
り
取
り
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
文
書
な

ど
渡
す
時
に
も
顔
を
合
わ
せ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
。

・
日
ご
ろ
の
顔
合
わ
せ
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事
。
伝
達
事
項
の
共
有
だ
け

な
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
最
も
お
手
軽
。
費
用
も
掛

か
ら
な
い
。

・
連
絡
事
項
を
紙
に
印
刷
し
て
配
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
並
行
活

用
が
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
良
い
］

・
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
の
で
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

や
り
取
り
は
分
か
り
や
す
く
、
以
前
よ
り
早
く

回
答
を
も
ら
え
ま
す
。
既
読
も
分
か
り
ま
す
。

・
返
信
の
手
間
や
手
軽
さ
を
考
え
る
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
当
商
店
街
で

も
ま
だ
ま
だ
紙
で
の
配
布
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
メ
イ
ン

で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
理
事
の
み
で
す
。

［
懇
親
会
な
ど
も
大
事
］

・
飲
み
会
や
懇
親
会
を
す
る
方
が
ベ
タ
ー
。ま
た
、

会
員
の
店
で
飲
食
や
物
品
購
入
を
す
る
の
が
良

い
。

　

商
店
街
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ビ
ン
（
動
向
調
査
）
は
、

毎
月
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
商
連
か
な
が
わ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



地
元
の
特
産
品
、
小
松
菜
を
原
材
料
に
２
０
１
２
年
に
誕
生
し
た

「
小
松
菜
ハ
イ
ボ
ー
ル
」。
今
で
は
年
間
10
万
杯
も
飲
ま
れ
る
人

気
商
品
だ
。
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繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
あ
り

繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
あ
り  

��

商
い
未
来
研
究
所
　

商
い
未
来
研
究
所
　
笹
　
井
　
清
　
範

笹
　
井
　
清
　
範

　
千
葉
県
船
橋
市
の
特
産
品
、
小
松
菜
の
栽
培
が

始
ま
っ
た
の
は
30
年
ほ
ど
前
。
西
船
橋
駅
周
辺
で

新
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
宅
地
化
が
進
み
、
農
地
は

減
っ
て
衰
退
の
兆
し
を
見
せ
は
じ
め
た
こ
ろ
の
こ

と
だ
。

　
地
元
農
家
の
平
野
代
一
さ
ん
は
農
地
を
守
り
、

次
代
へ
農
業
を
つ
な
ご
う
と
特
産
品
づ
く
り
に
着

手
。
注
目
し
た
の
が
、
小
ぶ
り
で
場
所
を
取
ら

ず
、
年
に
何
度
も
収
穫
で
き
る
小
松
菜
だ
っ
た
。

試
作
を
繰
り
返
し
て
地
域
に
広
め
、
味
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
サ
ン
プ
ル
を
持
っ
て
飲
食
店
を

回
っ
た
。

　
一
方
、
西
船
橋
駅
近
く
で
居
酒
屋
「
フ
ナ
バ
シ

屋
」
を
営
む
山
本
圭
一
さ
ん
に
も
悩
み
が
あ
っ

た
。
駅
前
商
店
街
で
は
閉
店
す
る
店
が
増
え
は
じ

め
、
何
か
皆
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
方
法
が
な
い

か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
平
野
さ
ん
の
小
松
菜
を

知
っ
て
い
た
山
本
さ
ん
は
、
平
野
さ
ん
に
何
か
一

緒
に
つ
く
れ
な
い
か
と
相
談
。
こ
う
し
て
、
小
松

菜
を
使
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ
ン
ク
「
小
松
菜
ハ

イ
ボ
ー
ル
」
の
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
当
初
は
小
松
菜
独
特
の
苦
み
や
青
臭
さ
を
除
く

の
が
難
し
く
、
開
発
は
難
航
。
試
作
品
を
客
に
提

供
し
た
ら
、「
こ
れ
飲
め
る
の
？　
水
槽
の
水
み

た
い
」
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、
半
年
を
か
け
て
沖

縄
の
ゴ
ー
ヤ
ジ
ュ
ー
ス
を
参
考
に
し
た
試
作
品
を

つ
く
っ
た
も
の
の
、
試
飲
者
か
ら
は
「
甘
す
ぎ

る
」
と
の
指
摘
を
受
け
た
。

　
諦
め
る
こ
と
な
く
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
柑
橘
系

の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
シ
ロ
ッ
プ
と
レ
モ
ン
果
汁

を
加
え
、
す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
口
の
「
小
松
菜

ハ
イ
ボ
ー
ル
」
を
完
成
。
店
で
出
し
て
み
る
と
、

予
想
以
上
の
好
評
を
博
し
た
。

　
見
た
目
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
加
え
、
す
っ
き
り
と

し
た
味
わ
い
が
評
判
を
呼
び
、
今
で
は
年
間
３
万

杯
飲
ま
れ
る
同
店
の
人
気
商
品
へ
と
成
長
。
開
発

に
取
り
組
ん
だ
平
野
さ
ん
、
山
本
さ
ん
は
と
も
に

船
橋
生
ま
れ
の
船
橋
育
ち
。
新
商
品
に
は
地
元
を

愛
し
、
地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
山
本
さ
ん
は
レ
シ
ピ
を
他
店
に
も
伝

授
。
現
在
で
は
自
社
を
含
め
た
15
店
舗
で
提
供
さ

れ
、
年
間
10
万
杯
近
く
売
れ
る
西
船
橋
の
名
物
と

な
っ
て
い
る
。

「小さなお店の節税対策〜賢く得をするには〜」 �
「４人家族で16万円の減税」

Ｑ1：定額減税とはどのような制度ですか？
Ａ1：定額減税は、令和6年6月以降の所得税額や住民税額から一
定額を特別控除する制度です。

Ｑ2：どのくらい減税されるのでしょうか？
Ａ2：減税額は本人が40,000円（所得税30,000円+住民税
10,000円）、同一生計配偶者または扶養親族も1人につき
40,000円（所得税30,000円+住民税10,000円）です。

Ｑ3：４人家族ですがいくらの減税になるのでしょうか？
Ａ3：パートで働いている配偶者の給与が103万円以下で、子供2
人が扶養家族であれば、40,000円×４人＝160,000円（所得税
120,000円+住民税40,000円）の減税になります。

Ｑ4：定額減税を受けるための所得制限はありますか？
Ａ4：令和6年分の所得税に係る合計所得金額が1,805万円以下の
人です。

Ｑ5：他に条件はありますか？
Ａ5：減税を受ける本人・配偶者・扶養家族は、原則日本国内に住
んでいる人でなければなりません。

Ｑ6：定額減税はどのように実施されますか？
Ａ6：定額減税は、所得の種類に応じて異なる方法で実施されます。
給与所得者の場合、令和6年6月からの給与内で減税されます。
公的年金等の受給者の場合も同様に、令和6年6月からの年金
内で減税されます。事業所得者等は、原則として確定申告時に
減税されます。

Ｑ7：給与を支払っている事業者は、令和6年6月にどのようなこ
とをしなければならないのでしょうか？

Ａ7：①控除対象者の確認、②同一生計配偶者・扶養親族の確認、
③月次減税額を計算し給与から控除しなければなりません。

Ｑ8：①控除対象者の確認とは具体的には何をするのでしょうか
Ａ8：令和6年6月1日現在、給与支払者のもとで勤務している人の
うち、給与等の源泉徴収において甲欄が適用される人を選出し
ます（以下「基準日在職者」）。

Ｑ9：甲欄が適用される人とはどのような人でしょうか？
Ａ9：給与支払者に扶養控除等申告書を提出している人です。
Ｑ10：扶養控除等申告書はいつ従業員から手に入れるものですか？
Ａ10：昨年から継続して雇用している人からは昨年の年末調整時
に入手している事業者が多いです。

Ｑ11: ②同一生計配偶者・扶養親族の確認とはどのようなことを
行いますか？

Ａ11：①で選出した人ごとに同一生計配偶者・扶養親族の人数を
確認します。

Ｑ12：同一生計配偶者とはどのような配偶者ですか？
Ａ12：控除対象者と生計を一にする配偶者(青色事業専従者等を
除きます。)のうち、合計所得金額が48万円以下の人となりま
す。

Ｑ13：扶養親族とはどのような親族ですか？
Ａ13：所得税法上の控除対象扶養親族だけでなく、16歳未満の
扶養親族も含まれます。

Ｑ14：③月次減税額を計算し控除とはどのようなことをするので
しょうか？

Ａ14：基準日在職者ごとの減税額を計算し、6月以降の給与にか
かる源泉所得税から控除します。6月に控除しきれなかった時は
7月以降の給与内で控除します。控除する額は「本人30,000
円」と「同一生計配偶者と扶養親族1人につき30,000円」との
合計額となります。

Ｑ15：減税額は1人につき40,000円ではない
のでしょうか？

Ａ15：給与支払者の行う減税手続きは所得税
30,000円分だけになります。住民税の減税分
（10,000円）は従業員がお住まいの各市町
村が行うことになるのでご注意ください。

公認会計士・税理士・行政書士　河野貴裕　info@kono-cpa.com
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キツネノアトチ（横浜市神奈川区）

──季節のイタリアンをリーズナブルに提供するワイン食堂──
　東急東横線白楽駅近くの、六角橋商店街ふれあい通りにある同店は、1階にテーブルとカ
ウンター席、2階に隠れ家的なロフト個室を備えた、イタリアンワイン食堂である。風変わり
な店名は、同じ場所にあった「葡萄とキツネ」に由来し、「お店が後継店だと分かる店名にし
た」とオーナーの吉田弥紅さん。
　「低価格なイタリアンで普段使いいただけるお店」をコンセプトに、店内は清潔で化粧室
を完備し、女性一人でも入りやすい店舗作りをしている。また「映えるインスタの発信」によ
る集客に力を入れており、土日は昼から営業することで女子会等の需要を取り込んでいる。
　お料理は季節感を重視し、魚介類は商店街内で仕入れている。温かいのが珍しい「国産
牛の温製カルパッチョ」と、ビールに合う「ラム肉の串焼き」が人気である。ドリンクはハウ
スワインからオーガニックにこだわり、ビオ・ワインをそろえている。
　「将来的にドッキリヤミ市場に参加して、若手の多い活気ある商店街の一員となりたい」と
吉田さんは商店街と地域貢献への抱負を力強く語ってくれた。	 ［執筆者：神奈川県中小企業診断協会　濱添晋一］

 流甘味むろさだ（湯河原町）

──スイーツが流れてくる、ワクワクするカフェ──
　湯河原町の万葉公園の前にある、流甘味むろさだは2022年3月に開店したばかりの新しい
カフェだ。特徴的なのは、なんと言っても客席の「リバーカウンター」で、透明な桶に乗った
スイーツが水に揺られて流れてくる光景に、お客が歓声を上げている。
　「目の前に、綺麗なパフェが流れてきたらワクワクするじゃないですか」と、代表の室伏美
樹さん。運営の室定商店は100年以上の老舗酒販店で、コンビニとして営業していたものの、
2021年頃本社の事業終了により事業転換を迫られた。そこで室伏さんは、子どもの時に訪
れた流れる甘味の店を思い出し「あれをやろう」と思い立った。大宮の店を元祖とした流れ
る甘味の店は、現在は沼津市に１店残すのみとなっており、室伏さんは同店に頼み込んで修
行させてもらいノウハウを学んだという。流れるカウンターは図面もなかったが、町内の看板
店に一から設計し作ってもらうことができた。
　人気のメニューは、いちごパフェ。この二年の営業により感覚も掴めてきたという室伏さん。
「湯河原町に流甘味があると思ってもらえるよう、長く続けたいですね」と結んでいた。

ＴＥＱＵＩＮＡ　テキーナ（厚木市）

──「週末だけの小さなCafe」　栄養士が運営するカフェレストラン──
　小田急線本厚木駅から徒歩約10分の相模川沿い公園近くの商店街にお店はあり、地
域のお祭りやイベント時には大いに賑わう。店主は小学生3人のママで栄養士の齋藤佳
子さん。日頃は栄養士としてさまざまな仕事に従事している。空いた時間を調整しな
がら「ママさん目線、栄養士目線で“こんなお店があったらいいなあ〜”」をコンセプ
トに週末中心に運営している。人気メニューは、発酵バターを100％使用した“フワッ、
サクッ”の「クロッフル」と「鉄板焼きハンバーグ」、「アツアツ自家製唐揚げ」など
手作り感溢れるランチ定食。
　「忙しいママさん達に美味しい食事をゆっくり楽しんでほしい！」と、子供たちが思
いっきり騒いでも迷惑にならない店舗空間を提供する。また、「子供たちにも料理を楽
しんでほしい」という願いから「子供だけの料理教室」も開いている。
　今後は、「地域の方々の憩いのスペースとして、さまざまなイベントができ、飲食も
楽しめるカフェレストランにしていきたい」と齋藤さんは抱負を語ってくれた。	［執筆者：神奈川県中小企業診断協会　日向雅之］

■■
■■ お　店 ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

住所：横浜市神奈川区六角橋１丁目10-11
　　　[六角橋商店街連合会　所属]
電話番号：045-834-4951
営業時間：17：00〜24：00（平日）、
　　　　　12：00〜24：00（土日）［水曜定休]
URL：https://www.instagram.com/kitsunenoatochi

住所：厚木市東町7-3　アーバンヒルズ1階
　　　［厚木市商店会連合会末広会　所属］
電話番号：090-3597-3180
営業時間：17：00〜21：00（金）、
　　　　　11：00〜18：00（土日）
　　　　　［原則として金・土・日営業、ほか随時予約制］
URL：https://yoshikosa0808.wixsite.com/-site-1

〜他とは違うことに果敢に取り組む、挑戦心あふれるお店をご紹介します〜

住所：湯河原町宮上469
　　　［温泉場商店会　所属］
電話番号：0465-62-2016
営業時間：10：00〜17：00［水曜定休］
https://murosada.com
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編
　
集
　
後
　
記

◎東海道の老舗のお店をめぐる・ふじさわ宿商店会ツアー
【2/29実施：ふじさわ宿商店会】
　宿場町「藤沢宿」の史跡と、商店会のお店見学
を楽しむツアーとして、開催。参加者は歴史ガイド
と一緒に遊行寺やふじさわ宿交流館などの歴史ス
ポットを巡り、さらに創業100年前後のお店を見学し
ました。各店で試食などを楽しみつつ、お土産を買
う機会もあり、各店で多くの方が買い物をされてい
ました。

かながわ商店街観光ツアーかながわ商店街観光ツアー［開催報告］［開催報告］
令和５年度５本目のモデルツアーを開催しました

　

年
明
け
か
ら
商
連
か
な
が
わ
の
理
事
会
等
で
も

湯
河
原
と
元
住
吉
を
つ
な
ぐ
100
㎞
ウ
ォ
ー
ク
の
話

題
で
持
ち
き
り
で
し
た
。「
本
当
に
そ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
で
き
る
の
？
」
と
、
皆
さ
ん
驚
い
て
い
ま
し

た
が
、記
事
の
と
お
り
全
国
的
に
開
催
さ
れ
、フ
ァ

ン
や
愛
好
家
も
多
い
催
し
で
あ
り
、
実
際
に
14
名

の
方
が
完
歩
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
的
に
一
緒
に
歩

い
て
み
て
、
歩
く
こ
と
自
体
は
と
て
も
気
持
ち
が

よ
く
、
商
店
街
と
相
性
の
よ
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思

い
ま
し
た
。
気
に
な
っ
た
方
は
、
各
地
の
大
会
を

覗
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

湯河原から川崎・元住吉まで100㎞歩く
商店街をつなぐトレッキングイベントを３月に試験的に開催

湯河原から川崎・元住吉まで100㎞歩く
商店街をつなぐトレッキングイベントを３月に試験的に開催

スタートスタート

3/9
10：00ごろ

湯河原・幕山公園

3/9
14：30ごろ

着

小田原エイドステーション

3/9
21：30ごろ

着

平塚エイドステーション

3/10
9：00ごろ
着

六角橋エイドステーション

ゴールゴール

3/10
13：00ごろ

着

モトスミ・ブレーメン通り商店街

　３月９日から10日に「神奈川100㎞ウォーク湯河原～元住吉『湯渡し１００』」と題したイ
ベントが初開催された。参加者はスタート地点の湯河原町・幕山公園から歩き出して100㎞を
朝から夜通し歩いて、川崎市・元住吉のゴールを目指すというもの。
　湯河原駅前通り明店街と、モトスミ・ブレーメン通り商店街（振）の友好提携の一環で企画され、
主催は、ブレーメン通り商店街の青年部を中心とした「神奈川100キロウォーク実行委員会」
となった。

【関係者のみで、まずはテスト開催】
　100kmもの距離を歩くというと、突拍子もないように聞こえるが、既に全国各地で数多く
開催されるトレッキングイベントである。ブレーメン通りの小林規一郎青年部長が、スポーツ
シューズ店のメンバーからイベントのことを聞き、試行が始まった。
　検討を進めるうちに、様々な課題が浮かび上がったため、今回は“試行”の「エピソード０」
として、まずは関係者のみで開催し、問題点を洗い出すこととなった。時期は湯河原町のイベ
ント「梅の宴」に合わせ３月９日と10日とした。

【休憩スポットを商店街内に用意】
　商店街をつなぐというコンセプトにより、コース上の商店街に協力を呼びかけ、エイドステー
ション（休憩スポット）を用意することになった。
　今回は、小田原（ストライドラボ小田原店の駐車場）、平塚（湘南スターモール商店街・紅谷
まちかど広場）、六角橋（六角橋商店街駐車場）と３つのポイントを用意した。ここをサポート
スタッフが車で行き来し、参加者を出迎える。
　本大会になると、こうした商店街内のスポットが、参加者に特産品等を振る舞ったり、商品
を販売できる機会になる。

【完歩者は14人、45名の参加者が歩く】
　イベント経験者約10名と、両商店街から約40名を加え、参加者は45名。テスト開催なので、
各自がどこまで歩くか決めて歩いた。
　結果的に、最初から最後まで歩いた人は14人となり、両商店街のメンバーなど初参加の人も
多数ゴールすることが出来た。
　深夜も寝ずに歩くため、深夜から早朝にかけてのリタイア者は車で迎えに行くように準備し、
実際に数名を車で迎えに行った。転倒により擦り傷を負った人もいたが、大事には至らなかっ
た。

【課題を乗り越え、来年の本開催を目指す】
　「歩く」ということで老若男女が参加でき、イベント参加のハードルは意外に低い。特定の区
間だけ歩くコースも用意すれば、多くの人が参加できる。両商店街では、試行イベントの成功
を喜びつつも、来年開催の検討を始めている。湯河原から川崎のコースは風景も良く、人気の
大会に育つのではと関係者からも期待の声が寄せられている。
　沿道の商店街が多数参加でき、話題性もある100㎞ウォーク大会に、今後も目が離せない。

➡➡

➡➡

➡➡

➡➡


